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氏  名  
N a m e  

髙橋 路子 

論文題名 

Title 

Dietary Fish and n-3 Polyunsaturated Fatty Acid Consumption, and Renal Cell Carcinoma Risk in Japan: The 
Japan Public Health Center-Based Prospective Study(日本での魚介類、n-3系多価不飽和脂肪酸摂取と腎

がん罹患リスク：多目的コホート研究（JPHC）) 

論文内容の要旨 

〔目 的(Purpose)〕 

魚介類・n-3系多価不飽和脂肪酸（n-3 PUFA）の摂取と腎がん罹患との関連については、諸外国での疫学研究から

関連性なし、またはリスク減少と研究結果は一致していない。そこで観察研究のデータを用いて、魚介類およびn-
3系多価不飽和脂肪酸（n-3 PUFA）の摂取と腎がん罹患リスクとの関連について評価した。 
 

〔方法 (Methods)〕 

多目的コホート研究であるJapan Public Health Center-based Prospective Study（JPHC）を用いて５年後調査の食物摂

取頻度調査票（FFQ）に回答した、がん既往がないなど除外基準に抵触しない84,063人を対象に2013年12月31日ま

で追跡を行った。曝露となる魚介類・n-3PUFA摂取量は4分位に分類した。多変量調整Cox比例ハザードモデルによ

り、ハザード比（HR）および95%信頼区間（CI）を算出した。 
 

〔成績 (Results)〕 

1,272,298人年の追跡期間中に、262人が腎がんと診断された。魚介類とn-3PUFAの最も少なく摂取したグループ

（第1分位）対最も多く摂取したグループ（第4分位）の多変量調整HRは、魚介類、[HR =1.43, 95％CI（0.98-
2.07）]、n-3 PUFA［HR=1.56, 95％CI（1. 07-2.28）Ptrend＝0.09］、エイコサペンテエン酸［HR＝1.81, 95％CI（1.27-
2.59）Ptrend＝0.01］、ドコサヘキサエン酸［HR＝1.56, 95％CI（1.07-2.27）Ptrend＝0.09］であり、n-3 PUFAを多く摂

取しているグループで腎がん罹患リスクが統計学的有意に高い結果であった。 
腎がん症例をさらに、発見方法（自覚症状による診断、検診、他疾患の経過観察中）と腎がん診断時の病期分類

（限局、進行）カテゴリーに分類し、n-3PUFA摂取との関連性を評価した。他疾患の経過観察中に診断された腎が

んは他発見方法と比較して高いHRを示した[HR＝3.24, 95％CI（1.48–7.12）Ptrend＝0.02］。進行がんはn-3PUFA摂取

量が最も多いグループで統計学的に優位に罹患リスクが高いことが示された[HR＝3.35、95％CI（1.57-7.11）Ptrend

＝0.01］が、限局がんは統計学的に優位な関連性は見られなかった。 
 
〔総 括(Conclusion)〕 

JPHC studyにおいてn-3PUFAを多く摂取した集団で腎がん罹患リスクが統計学的有意に高い結果であった。過去の

諸外国の疫学調査とは一致しない結果であったが、日本人の魚介消費量は欧州に比較して高いことが影響した可能

性が考えられる。 

 




